
第
四
節

北
部
諮
村
の

米
作
農
業

農
業
と
在
方
産
業
の
展
開

市
域
農
業
の
様
相

近
陸
中
期
、
市
域
の
農
業
に
は
そ
の
立
地
条
件
の
差
異
な
ど
か
ら
栽
培
作
物
に
も
か
な
り
の
地
域
差
が
う
か

商
品
作
物
の
目
立
つ
六
甲
南
麓
の
村
々
、
西
部
の
米
安
作
に
重
点
を
お
く
明
五
部
の
河
川
流
域
諸
村
と
、
綿
・
タ
バ
コ
な
ど
を

が
え
る
。

そ
う
し
た
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
米
作
農
業
を
主
と
す
る
北
部
諸
村
、
綿
・
菜
種
を
は
じ
め
各
種
の

合
む
畑
作
物
中
心
の
印
南
野
台
地
上
の
新
田
村
々
な
ど
に
大
別
さ
れ
る
。

1災業とヲモブ］)fie業の展開

市
域
の
北
部
農
村
は
、
六
甲
・
丹
生
を
主
と
す
る
山
間
部
と
そ
の
北
部
に
広
が
る
河
川
流
域
に
立
地
し
、
全
般
的
に
米
を
中

合
も
あ
っ
た
。

心
と
す
る
主
穀
農
業
型
で
、
そ
の
他
の
商
品
作
物
は
概
し
て
少
な
か
っ
た
が
、
村
に
よ
っ
て
は
野
菜
や
菜
種
が
栽
培
さ
れ
る
場

こ
の
地
域
の
う
ち
例
え
ば
西
小
部
村
克
保
一
一
一
年
（
一
七
回
一
一
一
）
の
明
細
帳
で
は
、

回一一一

O
町
二
反
七
敵
余
、
畑
一
一
一
一
町
五
以
余
、

第四節

田
の
う
ち
一
一
毛
作
の
可
能
な
部
分
に
は
、
一
操
作
と
し
て
麦
が
栽
培
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
割
合
は
上
々
回
の
全
部
と
上

つ
Jli 
仁h
~m 

自
の
一
部
合
計
七
町
一
ニ
反
五
畝
余
で
二
閉
%
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
畑
は
「
片
作
」
と
あ
っ
て
、
野
菜
を
主
と
し
、

i
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て
御
座
候
故
猪
鹿
猿
喰
い
荒
ら
し
、
大
変
小
麦
大
一
足
別
し
て
綿
一
切
蒔
入
れ
中
さ
ず
候
」

と
説
明
し
て
い
る
。
稲
作
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
一
一
毛
作
可
能
な
凶
の
割
合
は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
上
浮
上
村
（
有
馬
郡
）

の
場
合
で
み
る
と
、
問
地
一
一
ニ
町
六
反
余
の
う
ち
五
町
二
反
余
で
約
一
一
一
一
一
%
し
か
な
く
、

中
村
（
入
部
郡
山
間
）
で
も

%
程
度
で
、

問
位
の
う
え
か
ら
も
上
々

m
－
上
回
に
限

ら
れ
、
そ
れ
だ
け
田
地
裏
作
と
し
て
の
士
衣
類
ほ
か
の
比
重
の
低
さ
を
示
し
て
い
る
。
畑

作
物
は
野
菜
類
を
は
じ
め
、
村
に
よ
っ
て
は
ソ
パ
な
ど
も
作
ら
れ
た
。

主
要
作
物
の
稲
は
、
前
記
西
小
部
村
で
は
、
「
白
川
」
な
ど
早
稲
が
六
O
%
、
「
順
礼
L

'Tf-"JJ[ 81 

な
ど
中
稲
が
一
一
一
O
%
、

つ
を
た
か
」
な
ど
晩
稲
が
一
O
%
と
あ
り
、
同
地
域
の
中
村
で

も
、
山
方
の
た
め
晩
稲
は
あ
ま
り
作
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
地
域
は
小

河
川
の
流
域
で
、

回
の
立
地
条
件
に
も
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
逆
に
早
稲
を
避
け
る
所

も
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
主
作
は
米
で
、
酒
米
に
も
用
い
ら
れ
た
。

JJJ村
ひ
え
山
中
す
村
に
て
御
座
候
に
付
き
、
地
は

ま
た
気
候
の
う
え
か
ら
も
、
山
間
阿
部
の
村
で
は
焔
が
片
作
で
あ
っ
た
り
、

て ば
よ
り
稲
腕
多
く
御
康
候
L

と
し
て
稲
の
矯
種
量
が
多
い
村
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
寛
保
一
一
一
年
の
間
小
部
村
で
は
反
労
た
り
に
し

升
J
一
斗
五
升
と
い
う
多
さ
で
あ
っ
た
が
、
涯
一
手
元

斗
ベ
一
升
、
ま
た
党
保
元
年
の
中
村
に
い
た
っ
て
は
、

年
上
浮
上
村
の
よ
う
に
平
均
一
反
に
籾
種
六
J
七
升
と
い
う
村
も
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
近
陛
の
代
表
的
な
商
品
作
物
と
さ
れ
る
綿
も
皆
無
と
い
う
の
で
は
な
く
、
延
李
元
年
の
上
浮
上
村
や
安
、
氷
期
の
坂

322 近Iii：社会の展開
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木
村
な
ど
の
記
録
の
よ
う
に
、
木
綿
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
そ
の
坂
本
村
の
木
綿
作
が
、

問
地
全
体
の

二
%
に
も
満
た
な
い
規
院
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
’
付
給
用
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
と
従
定
さ
れ

。
る

こ
う
し
て
入
る
と
、
市
域
北
部
の
村
々
で
は
、
近
世
中
期
に
お
い
て
も
い
ま
だ
各
種
の
商
品
作
物
が
広
く
展
開
す
る
形
に
な

ら
ず
、
商
品
と
し
て
板
売
し
得
る
も
の
は
、
米
が

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ο

六
甲
南
麓
村
々

の
綿
・
菜
種
作

ハ
甲
南
麓
村
々
は
、

地
し
、
近
世
中
期
以
後
酒
造
業
・
絞
油
業
な
と
の
話
産
業
も
発

潟
緩
な
沖
街
地

民
し
、
市
域
で
は
主
殻
以
外
の
商
品
作
物
を
栽
培
す
る
代
表
的
な
商
業
的
農
業
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
地
域
村
々
の
作
物
か
ら
み
て
み
よ
う
。

例
え
ば
正
徳
一
万
年

♂じ

二
河
原
村
で
は
問
方
に
稲
・
大
変
・
小
中
一
千
安
安
、
畑
方
に
は
菜
・
大
根
・
綿
が
そ
れ
ぞ
れ
作

付
け
さ
れ
、
延
李
凶
年
の
稗
田
村
で
は
悶
方
で
稲
・
綿
少
々
、
畑
方
で
は
臨
・
サ
サ
ゲ
・
ナ
ス
・
大
根
・
タ
パ
コ
・
綿
が
生
産

段業と干E)Ji!F.業の渓9fl

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
樹
監
村
で
は
諭
・
菜
種
・

綿
が
、
同
年
の
御
影
村
で
は
稲
・
菜
種

大
豆
・
麦
安
・
小
麦
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
北
野
村
で
も
米
・
変
の
ほ
か
に
木
綿
・
菜
組
・
ア
ワ
・
み
も

ピ
・
菜
・
大
相
似
が
作
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
域
的
特
徴
な
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
ο

こ
の
よ
う
に
主
穀
以
外
に
、

野
菜
を
は
じ
め
、
織
維
原
料
の
綿
（
実
は
泊
の
原
料
）
、
灯
油
原
料
で
あ
る
菜
種
、
染
料
の
原
料

と
し
て
の
藍
、
さ
ら
に
タ
パ
コ
な
ど
も
作
ら
れ
て
お
り
、
多
種
類
の
作
物
栽
埼
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
わ
問
で
は

第四節

米
の
ほ
か

・
菜
穂
を
主
と
し
て
作
付
け
し
、

田
方
綿
作
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
綿
作
の
主
流
は
畑
作
に
あ
っ
た
。

し
か
も

畑
で
は
綿
だ
け
で
な
く
、
菜
・
大
相
似
な
ど
の
野
菜
類
か
ら
大
豆
・
タ
バ
コ
・
監
な
ど
ま
で
各
種
の
作
物
が
栽
培
さ
れ
た
。
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菟 l京都郡家村の畑作物

三月大根，チシ
F ザ iアワ

ーヤ， 'I 吋ご

トウキビ

表 69

作付地の小学

の

の

家

家

アワ

変大If.，火If.

夏大主主

ナス，角大豆

l夏大主主

四かいち中！ゴマ

I浅かし、ち南 iゴマ

たか度数j夏大豆

湾のき口田rlゴマ， f今大主主
かうの :;Js:Iタバコ

十四 mr
尻谷

寺の前！夏大豆

荒野新聞

号干の前回の南｜タバコ

砂焔

向上 mr
尻谷下 UIJ

~fの前田了直し

口官二 mr

f±J大豆，
トウキピ

夏大主主

コwマ

綿

綿

五議1

綿

小豆

タノミコ

角大豆

コ宍マ

出¥l
綿

綿

綿

；角大If.

芝大豆

i綿
；約
I＊自

'*fll 

｛呆i夏大豆久

五島

タノミコ

マ
一
足

モ
一
足

イ
小

タノミコ

ゴマ

ナス，小豆

小豆 小豆

夏大豆

夏大立

夏大豆

こ
の
状
況
を
郡
家
村
の
畑
作
物
に

よ
っ
て
少
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

表
的
は
春
期
間
村
の
畑
に
作
付
け
さ

字きれ
名た
荒夏
野作
業！？物
聞の

寺覧
の君主
前で
あ
尻る
谷

十
四
町
な
ど
の
畑
地
で
は
木
綿
が
連

年
作
付
け
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

字
家
の
後
・
家
の
問
・
西
か
い
ち
北

な
ど
の
よ
う
に
連
年
異
な
っ
た
作
物

を
作
っ
て
い
る
畑
も
あ
る
。
な
か
で

も
木
綿
・
大
豆
・
小
…
尽
な
ど
は
向
じ

資料：神戸市＼T..間物館所絞文お

作
物
が
複
数
の
字
地
で
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
村
と
し
て
の
代
表
的
な
作
物

で
あ
る
と
と
も
に
換
金
性
の
強
い
商

口
問
作
物
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

f
L
、
え
u
o

v
l
v
v
，J
 

そ
し
て
、
こ
う
し
た
商
品

作
物
の
淑
売
に
よ
っ
て
、
農
民
は
子
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鰯
・
千
粕
な
ど
の
肥
料
を
確
保
し
て
い
た
と
い
う
。

と
く
に
油
原
料
で
あ
る
菜
種
は
、
村
に
よ
っ
て

に
か
な
り
の
設
が
あ
る
が
、
そ
の
売
却
に
は
っ
諸
商
人
村
々
へ
立
ち

入
り
菜
種
庭
買
に
て
値
段
高
一
ト
を
争
い
買
い
呉
れ
」
る
と
い
っ
た
状
況
の
場
合
も
あ
り
、
六
甲
南
麓
に
発
注
し
た
水
車
利
用
の

絞
り
油
菜
、
な
背
景
に
、
こ
の
地
域
の
代
表
的
な
作
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
活
発
な
商
品
流
通
を
基
盤
に
し
て
、
多
様
な
商
品
作
物
の
栽
培
と
、
そ
れ
宮
支
え
る
子
鰯
な
ど
購
入
肥
料
の
多
投

と
い
う
形
で
、
商
業
的
農
業
が
進
展
し
て
い

ま
た
、
兵
庫
に
近
い
J

奥
平
野
村
で
は
す
で
に
一
万
諒
期
に
米
の
ほ
か
綿
・
タ
バ
コ
・
大
根
と
い
っ
た
商
品
性
の
高
い
換
金
作
物

〉
主
主
ζ

子
つ
も
ζ

、
ニ
：
、
河
口

L
F
こ
土
、

U

／一：
F
ヵ
λ

干
斗
d
v
x
v
L
T
カ
刊
少
矛
・
ノ
ノ
よ

k

l

の
農
作
物
に
加
え
て
、
小
麦

ソ
バ
・
菜
種
・
ウ
リ
・
ナ
ス

苧
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
る
。
特
に
野
菜
の
作
付
け
が
多
く
な
っ
た
の
が
白
立
つ
。
こ
れ
は
都
市
向
け
の
野
菜
栽
情
と
み
ら
れ
る
。

同
じ
傾
向
、
が
荒
町
村
に
も
あ
り
、
天
mm

ρ記
録
で
は
米
・
麦
類
の
ほ
か
に
綿
・
大
豆
・
ソ
パ
・
菜
稜
・
ウ
リ
・
ナ
ス
・
サ

111k梁と在JJJ.本：淡の渓！？？！

サ
ゲ
が
作
付
け
さ
れ
て
い
る
。

明
石
郡
の
福
岡
川
・
伊
川
・
橋
谷
川
・
明
石
川
の
流
域
村
々
で
は
、
河
川
背
後
の
山
谷
に
造
成
し
た
沼
地

酋
部
諸
村
の
米

と
タ
バ
コ
作

と
河
川
の
用
水
で
、
流
域
一
千
地
を
瀦
瓶
し
、

い
ず
れ
の
村
も
水
町
の
比
率
が
高
い
。
奥
畑
村
で
は
宝
、
氷
一
万

年
（
一
七
O
四）、

耕
地
の
う
ち
田
は
八
七
・
七
%
、
中
村
で
は
宝
謄
十
年
（
一
七
六
O
）
同
八
四
・
四
%
を
占
め
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
祖
暖
で
米
を
主
作
と
す
る
が
、
中
村
で
は
米
の
ほ
か
小
麦
・
安
安
・
大
豆
・
綿
な
ど
が
記
録
に
な
え
、
菜
作
で
の
麦
栽
培

第四節

の
普
及
が
想
定
さ
れ
る
。

酒
米
と
し
て
の
需
要
が
お
く
、
時
期
は
下
る
が
天
保
八
年
（
一
入

米
は
灘
白
澗
造
業
の
勃
興
以
後
、

一
一
一
七
）
御
影
村
酒
造
買
入
米
一
万
二
一
一
二

O
石
余
の
う
ち
、

明
石
渡
米
が
一
ム
一
一
了
九

μ
を
占
め
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
米
は
日
以

－

匂！
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も
代
表
的
な
商
品
作
物
で
も
あ
っ
た
。

写真 82 野中清水付近
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方
、
明
石
郡
同
部
の
台
地
上
の
新
回
村
々
は
、
地
形
十
一
水
利
に
忠

ま
れ
ず
、
溜
池
離
湖
に
よ
っ
て
い
る
が
、
全
体
に
畑
作
を
主
と
し
て
い

る
。
卒
保
十
九
年
（
一
七
一
一
一
四
）
野
中
下
村
で
は
、
耕
地
一

八
町
六
反
七

刊
紙
余
の
う
ち
畑
が
八
七
・
八
%
を
占
め
、

到
主
わ
ず
ふ
で
あ
っ
と
。
初

i
t？
－

7
－

J

1

1

 

で
は
、

中
衣
類
の
ほ
か
大
豆
・
綿
・
ソ
パ
な
ど
が
作
付
け
さ
れ
て
い
る
。

コ
の
名
物
色
L

と
あ
り
、

夕
、
、
ハ
コ
が
特
産
品
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
明
石
藩
の
奨
励
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
伝
承
さ
れ
て
お

同
じ
新
田
村
の
赤
坂
村
で
は
、
享
保
期
の
「
mmAF記
」
に
つ
当
村
タ
パ

り
、
後
に
つ
い
亦
坂
葉
？
一
と
地
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
た
。
こ
の
地
域
の
商
品
作
物
と
し
て
は
、
綿
・
タ
バ
コ
・
大
一
況
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
J

2 

栽
培
技
術
の
進
歩

新
幾
呉
の

普
及

市
域
の
近
計
一
農
村
で
は
、
単
婚
家
族
止
な
核
と
す
る
い
わ
ゆ
る
小
出
版
経
常
が
基
本
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
、

そ
の
生
産
を
支
え
る
栽
惰
技
術
の
上
で
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。
第
一
は
新
農
兵
の
放
日
及
で
あ
り
、
第
二
は

が
い
的
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

効
率
の
良
い
鱗
入
肥
料
へ
の
比
況
が
増
大
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
一
一
一
は
作
物
の
種
類
と
く
に
稲
の
品
績
や
商
品
作
物
へ
の
関
心
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阪
者
に
な
っ
た
と
い
う
物
語
に

一
五
禄
か
ら
本
保
に
か
け
て
の
時
期
は
、
井
原
間
鶴
の
吋
日
本
永
代
政
L

に
掛
か
れ
た
、
新
し
い
州
民
共
止
を
発
明
詑
用
し
て
大
分

近

れ
て
い
る
よ
う
に
、
畿
内
の
段
村
で
は
、

111. 

・
イ
ア
石
と
お
し
・
千
掬
こ
き
な
ど
の
新
し

い
設
問
M

パ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
千
品
開
こ
き
は
、
従
来
の
こ

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
税
殻
能
率
を
、

j絞re綜jIll 

農
業
技
術
発
注
の
耐
期
的
な
時
期
で
あ
っ
た
Q

挙
に
一

O
併
に
高
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
以
後
近
祉
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
は
新
段
共
出
現
、

元
総
十
年
（
二
ハ
九
七
）
に
刊
行
さ
れ
た

に
よ
る
と
、
従
来
牛
刻
に
使
用
さ
れ
て
い
た
銃
床
の
惣
が
、
長
床
の

惣
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
載
せ
、
ま
た
享
保
こ
ろ
に
は
刃
の
先
が
二
本
・
一
一
一
本
・
四
本
な
ど
に
分
か
れ
た
備
中
鍬
が
、
畿
内
農
村

g;g長と有iブ｝j)j~ ！＇（~の展開第四郎

一
般
に
A

一
一
句
訓
止
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
耕
転
用
具
の
普
及
は
、
こ
れ
ま
で

1;1¥: ！手：n:s3 

分家三左衛門の談受け道J~表 70

数お：

2 

4 

5 

20人前

20人前

20ノ1.lliI

25人前

8 

2 

大

大

火

い

い

け

け

つ

け

一

半

数

り

坪

ら

均

お

お

ひ

お

椀

肌

A

へ

う

主

寸

J

ょ

た

手

手

水

会

ひ

同

町

口

う

大

し

2

1

1

1

1

1

荷

荷

1

1

1

1

1

1

2

 

鍬

鍬

き

ら

ず

い

ご

き

た

り

け

け

ー

す

う

ぎ

南

E
V

ヘ

「
l
J

』

h

h

チ

吃

一

一

b
e
d

二

ら

き

f

こ

：

川

底

亡

か

へ

つ

に

た

よ

な

の

牛

ゆ

lヨ
Y 《

ミν
Jfil 数jま1

．、
仁
仁

y滋

ζのほか数百1；の記入されていない滋只11:，と
ううす，とうみ，ぷJくら，小くら， YHを．平
l:J，五JI割高．三JI-$品， Fぷn3話， くわんす勺ーが
品るa

資料：「j終日！？主文没J
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以
上
に
深
く
刺
す
こ
と
を
可
能
と
し
、
生
産
力
を
引
き
上
げ
る
要
因
と
も
な
っ
た
。
特
に
術
中
鍬
、
が
小
家
族
の
自
家
労
働
力
を

と
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

基
本
と
す
る
小
法
経
営
に
普
及
し
た
こ
と
は
、
例
え
ば
荒
起
こ
し
な
ど
の
作
業
を
促
し
、
経
営
の
自
立
を
広
く
可
能
に
す
る
こ

こ
こ
で
市
域
の
農
家
が
所
有
し
て
い
た
民
兵
の
例
を
み
て
み
よ
う
。

例
え
ば
白
川
村
の
長
左
衛
門
、
が
、
ぃ
不
保
十
凶
年
（
一
七

と
う
う
す
、
と
う
み
（
府
箕
）
、

"-.. 

ら

一
…
九
）
八
月
分
家
一
一
一
左
衛
門
に
分
け
与
え
た
道
具
の
控
に
よ
る
と
、
表
刊
の
よ
う
に
鍬
一

っ
き
う
す
一
円
ノ
、

了
、
た
ご
二
荷
な
ど
の
農
具
と
牛
一
回
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時

か
ら
す
き
一
丁
、

丁
、
店
鍬
一

γ
、

牛
を
所
有
す
る
農
家
は
、
全
体
の
五

0
1七
五
%
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
は
近
社
中
期
に

を
行
う
た
め
に
必
要
な
基
本
的
農
日
円
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

似
の
自
立
し
た
農
業
経
営

手
鱗
・
し
め

粕
の
使
用

従
来
肥
料
と
し
て
は
厩
肥
・
枇
肥
・
刈
り
敷
き
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
日
家
の
厩
・
枇
肥
に
は
限
度

が
あ
り
、
生
産
力
を
維
持
し
、
商
品
作
物
を
栽
培
す
る
に
は
、
購
入
肥
料
が
必
要
で
あ
っ
た
υ

近
位
で
は
購

入
肥
料
の
最
も
代
表
的
な
例
は
干
鰯
で
あ
り
、
後
に
は
鯨
粕
も
加
わ
り
、

酒
・
油
の
し
め
粕
な
ど
も
使
用
さ
れ
た
。
市
域
諸
村
で
は
、
兵
庫
津
が

人
口
約
二
万
の
都
市
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
下
肥
は
早
く
か
ら
周
辺
農

村
で
使
用
さ
れ
て
い
て
こ
れ
を
除
く
と
、
千
鰯
な
ど
が
一
般
に
使
用
さ

れ
る
の
は
近
世
中
期
か
ら
と
み
ら
れ
る
。

野
菜
な
ど
多
角
的
農
業
が
進
展
し
て
い
た
兵
庫
・
神
戸
周
辺
の
村
、

例
え
ば
正
徳
二
年
（
一
七
一
一
一
）
の
東
尻
池
村
で
は
兵
庫
か
ら
の
下
肥
や

写真 84 からすき
c•淡具使矛IJii命~）
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干
鰯
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ
は
寛
政
期
の
記
録
で
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
切
和
五
年
（

七
六
八
）
の
西
代
・
大
手
・
東
須
磨
・
駒

ケ
林
の
諸
村
や
天
明
ニ
年
（
一
七
八
二
）
の
荒
泊
村
で
も
何
様
で
、
下
杷
・
干
鰯
が
施
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
菜
種
・
綿
ほ
か
商
業
的
農
業
が
活
発
で
あ
っ
た
六
甲
南
麓
諸
村
、
例
え
ば
安
永
八
年
（
一
七
二
）
の
河
原
村
で
は
エ
！
鰐

・
千
粕
が
使
わ
れ
、
延
一
学
問
年
（
一
七
四
七
）
の
科
閉
村
で
は
干
鰯
・
油
粕
・
酒
粕
が
、
さ
ら
に
明
和
六
年
の
御
影
村
で
は
お
l

粕

・
干
鰯
・
油
粕
が
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
年
の
機
農
村
で
は
団
方
に
千
鰯
・
千
粕
・
油
粕
・
鵠
油
粕
が
使
用
さ

れ
、
畑
方
で
は
も
っ
ぱ
ら
干
鰯
・
油
粕
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
瀬
造
業
・
水
車
絞
油
業
の
勃
興
し
て
き
た
所
で
、
ツ
て

の
副
産
物
で
あ
る
酒
粕
・
油
粕
が
併
用
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
た
米
作
を
主
と
す
る
北
部
諸
村
、
例
え
ば
寛
保

（
一
七
四
一
一
一
）
の
頭
小
部
村
で
は
田
方
に
干
鰯
、
畑
方
に
柴
草
刈
り
敷

き
、
元
文
六
年
（
一
七
四

（
一
七
五
二
）
に
は
と

）
の
中
村
で
は
田
畑
と
も
下
肥
・
草
刈
り
敷
き
で
あ
っ
た
も
の
が
、
宝
暦
一

も
に
干
鰯
・
草
刈
り
敷
き
と
変
化
し
て
い
る
。
上
大
沢
村
で
も
寛
延
一
一
一
年
（

七
五
O
）
灘
千
鰯
貿
仕
切
の
記
事
が
み
え
、
こ
の

農業とt£jjg主きたの展開

時
期
広
く
購
入
肥
料
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

西
部
の
諸
村
で
も
こ
う
し
た
子
鰯
の
使
用
は
問
様
で
、
明
石
の
子
鰯
屋
を
通
じ
て
購
入
し
た
と
み
ら
れ
る
。

主
穀
作
物
で
あ
る
稲
の
品
税
へ
の
関
心
も
、
こ
の
時
期
に
高
支
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
多
収
穫
か
つ
米
質
良

多
様
な
稲
の
品

種
と
播
種
翠

好
の
高
儲
絡
品
種
を
選
別
し
、
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

各
地
の
領
主
は
、
中
期
以
後
切
縮
帳
に
作
付
け
品
種
を
記
入
さ
せ
て
そ
の
実
情
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
尼
崎
藩
で
は

第凶ifrJ

一
克
禄
十
六
年
、
従
来
か
ら
の
禁
止
品
種
「
や
げ
ん
じ
・
ご
ざ
れ
も
ち
L

の
ほ
か
に
、
新
た
に
大
鷹
米
な
ど
赤
米
の
作
付
け
も
禁

じ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
年
貢
と
し
て
収
納
す
る
米
の
品
質
保
持
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
で
は
実
際
に
作
付
け
さ
れ
た
品
穏
を
み
て
み
よ
う
（
表
れ
）
。
天
明
六
年
の
北
野
村
で
は
、
と
そ
ん
ど
・
小
み
の
・
す
が

‘叩、J
J
J
U
 

一
種
、
明
和
五
年
の
板
宿
村
で
は
、
白
川
早
稲
・
巡
礼
・
坊
主
・
石
山
・
び
く
に
ん
の
五
種
で
、

い
ず
れ
も
少
な
い
。
こ

れ
に
対
し
て
天
明
二
年
の
荒
閉
村
で
は
、
北
悶
・
し
ら
川
・
鳥
羽
・
ひ
げ
・
小
み
の
・
伊
勢
み
や
げ
・
相
の
山
・
黒
ほ
っ
た
い
・

そ
ば
ね
こ
ほ
か
一

O
穏
に
及
ん
で
い
る
。
平
均
六
J
七
品
種
と
い
う
多
さ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
北
開
・
と
そ
ん
ど
の
両
種
は
複
数
の
村
で
み
ら
れ
、

か
つ
東
尻
池
村
で
は
北
閣
を
五

O
年
以
上
後
の
記
録
で
も
確

認
で
き
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
比
較
的
拡
い
範
問
で
、

し
か
も
長
期
に
わ
た
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
代
表
種
と
い
え
る
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
基
本
品
種
を
除
く
と
、
そ
の
他
の
多
く
の
品
種
は
取
り
換
え
な
が
ら
作
付
け
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
よ
り
多
く
の
収
穫
を
目
指
し
て
、
異
な
っ
た
品
種
を
次
々
に
試
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

っ
珍
し
き
稲
御
鹿
候
え

ば
総
え
ゆ
し
候
」
と
い
う
駒
ケ
林
村
の
説
明
も
、
ま
さ
に
生
産
力
の
向
上
に
対
す
る
当
時
の
農
民
の
関
心
の
深
さ
を
端
的
に
示

し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
品
種
の
多
さ
と
更
新
の
激
し
さ
こ
そ
、
多
収
穫
口
問
績
を
積
極
的
に
選
別
し
て
い
こ
う
と
す
る
技
術

水
準
の
現
れ
で
も
あ
っ
た
。

新
し
い
農
具
や
購
入
肥
料
に
よ
っ
て
、
当
然
生
産
量
が
増
大
し
た
と
推
量
さ
れ
る
が
、
市
域
で
は
そ
れ
を
示
す
夜
接
の
史
料

l北野 i矧
（天I児6) （究政11〕

とそんどi北 [ 吋

小みのiふたくら
すが 7こiい司主わ4主

いづみ

ric1 m 
いせ餅

かんぜん餅

より出し

ひく tこ

が
乏
し
い
。

た
だ
間
接
的
に
は
例
え
ば
、
各
村
で
の
開
墾
な
ど
に
よ

る
新
聞
の
増
加
や
、
稲
の
反
当
播
種
量
な
ど
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が

で
礼
ざ
る
。

元
禄

1
卒
保
期
の
村
石
川
崎
を
み
る
と
、

か
な
り
の
数
の
村
で
、
少

か
ら
多
い
村
で
は
数
十
石
、

な
い
場
合
は
ご
、

時
に
は
一

0
0
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設業と在力産業の展開第四ru'i

入部II君店街郊諮村の稲品種表 71

i判白川早稲！とそんど！とそんど
！阪 本Liあがた＇＂、づみ
坊 主if己 人11児じん

__ ,::[, Ji¥ iお！ の !Li iかんじき餅
びくにんiすくばり jいせ餅

こみのi ＊ 
Jll I * 

かんじき餅

?E熊
（寛政11)

北

十
悶

川

羽

耳さ尻池

（家｛呆2)

断jケ林
（切手il6) 

商代

（明治15) 

阪礼iII［日
ふたくらいIt

利
引

nH
4
本
i

昭一
6 ら

cj1綴

:/E R属
（明和6)

板宿

（明手il5 ) 

策的

（ヲミ明 2)

げ

の

げ

山
や

み

み

の
努

ひ
小
川
r
旧
制

の

総

み

f

p
J
下
j

ひ

げ

仏

の

ど

か

同

ん

し

げ

そ
ひ

と

し

Ji~！まったい｜ねごろ

そばねこ［小丸山

ネ ：ぬとも4主L、
げんろく

首kひくに

努九郎

ひろしま
lぬ稲

石
を
超
え
る
場
合
ま
で
、
新
田
の
問
か
れ
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
。

役

そ
の
多
く
は
元
禄
十
年
中
村
（
明
石
部
）
の
新
開
田
畑
名
寄
帳
に
み
ら

近

れ
る
よ
う
に
、

っ
す
み
や
下
畑
一
畝
一
歩
、
同
下
畑
一
…
七
歩
、
同
下

阪~縦謹

回
一
畝
、
岸
崎
下
回
一
一

oh少
し
め
て
瓦
畝
一
八
歩
高
ニ
斗
九
升
七
合

安
兵
衛
L

と
い
っ
た
形
の
も
の
で
、
個
々
の
農
民
が
一
一
一

O
坪
前
後
の

（主主） 糾ま名祢:z-;iijJ分を示す。

資料： r京Ifs!家文；1,l'J.r;ttJH殺炊会）CiltJ，神戸大令所蔵文書ほか

小
規
模
な
開
懇
に
励
ん
で
集
積
し
て
い
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
う

、：
1

4

〉
。

カ
カ
占
八
7
－

さ
て
反
当
播
種
翠
は
、
効
率
の
高
い
購
入
肥
料
の
投
下
と
の
関
係

A
V

ミ

，
lu

－N
、。

カ
社
側
L

一
般
に
肥
料
の
多
投
は
、
苗
の
成
育
を
促
進
し
分
け
つ
を

旺
嫌
に
す
る
か
ら
、
肥
沃
な
回
ほ
ど
少
な
い
苗
で
収
穫
を
排
他
保
す
る

」
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
近
世
中
期
以
後
購
入
肥
料
多
投
型
の

栽
培
で
は
、
収
穫
最
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
意
識
的
に
播
種
目
恩
が
減

ら
さ
れ
た
。

表
口
は
市
域
各
村
の
反
当
播
種
設
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
先
の
観

点
か
ら
み
る
と
、

斗
を
超
え
る
場
合
ば
、
な
お
肥
料
に
泊
米
か
ら

の
刈
放
を
か
二
部
に
使
用
し
て
い
る
村
で
あ
り
、
購
入
肥
料
に
よ
る

と
み
ら
れ
る
村
々
は
、
八
升
程
度
か
ら
少
な
い
場
合
は
六
升
台
に
と

33r 



(ljt佼．升）

12 

15 

15 

6～7 

9 

10 

9 

7 

9 

9 

8 

8 s I 
7へ，g

6～8 

6～7 

(tt) ＊早稲の場合

資料： r内問実質文書」， r1JJ田家文書lf.J，「氏11＇今3総数会
文芸い「宗E想家文議J，神戸大学i訂版文書，
神戸市立｜等物館所蔵文書ほか

ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
実
際
の
収
穫
高
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
小
作
入
付
米
高
を
、
検
地
の
時
の
石
盛
と
比

較
し
て
み
る
と
、
播
種
量
の
少
な
い
村
ほ
ど
入
付

米
高
が
多
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
も
反
当
収
穫
高
の
増
大
を
間
接
的
な
が
ら
一
部

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

援
問
余
業

の
展
開

%
程
度
、

近
世
前
期
か
ら
↑
本
細
高
持
層
は
存
私
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
で
は
持
高
五
石
以
下
層
は
、
少
な
い
村
で

五
O
%が
｝
超
え
る
場
合
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
小
規
模
商
持
農
民
に
と
っ
て
、

農
間
余
業
は
生
計
維
持
上
に
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
近
世
中
期
灘
日
村
々
の
よ
う
に
、
商
業
的
農
業

10 

14 

14 

6～7 
8. 

9 

各村の籾反当矯穏f設

10 

13 

13 

6～7 

8. 

8 

7 

6 

8 

8 

6 

8 

究保3

元文6

宝暦2

延本i

宝暦8

明和5

明和5i 

明和6! 

明和8 i 

天明2

天明6

明手口5

1別手口5

~日和 6

明和6

代

E立小部

」二洋上

i討 Jll
限代

板宿

花熊

奥平野

荒田

jヒ
/1'{1）ヶ

東須！容

器陸

j政隆

が
展
開
し
、
農
民
層
の
分
解
も
進
ん
だ
地
域
で
は
、
商
業
を
は
じ
め
酒
造
業
や
水
事
業
な
ど
の
在
方
産
業
が
勃
興
し
、
そ
れ
に

表 72

年名村

3 

社
会
的
分
業
の
進
展

332 第三苦手近ill：社会の淡閃



伴
っ
て
新
し
い
余
業
の
機
会
も
嶋
加
し
て
、
社
会
的
分
業
は
一
段
と
深
ま
っ
た
。

民
の
作
間
稼
ぎ
か
ら
蝶
観
し
て
み
よ
う
（
表
九
）
。

ま
ず
村
明
細
帳
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
段

ill: 近

撚
料
用
の
柴
木
や
蓮
・
縄
な
ど
の
第
製
品
は
、
自
給
用
と
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
が
、
兵
庫
津
な
ど
都
市
や
灘
闘
で
の
需
要

も
あ
っ
て
、
多
く
の
村
で
み
ら
れ
た
余

E震災縦鹿

殺さ長と在方産業の展開第四郎

各村の投開余業表 73

類種の業余
一
男 女

名村

苧麻，木綿織

山木柴稼

柴刈

山木柴稼，駄賃稼

塩主主野

｝杏 t斑
有
府
内

木綿糸紡

日告ff稼；奉公，賃綿紡
i水約綴：

オミ綿隊， 111紘組依

L¥"i公，木梨ll稼
木綿稼

主存刈

奉冬水主稼，沼屋稼，

他悶へf関造隊，総｛災
fll;ft家，縄｛友

瀬康泰公

滋獲稼，石商売，総采，浜漁、

屋

彩

足

泥

郎

石

横
御
山
石
味
稗
大

菟

1京

逃織

雑菜つみ

千i＠！依遊織

木綿稼

木綿織，

木綿織，

樽宅金遊，

慈織

木綿i主織
木綿賃織

木綿賃織，潟水線

木綿織

木柴刈

務造稼

薪取，織ない，下肥取

下紀取， 111柴寧刈

下n巴取，薪柴刈
下目巴取，わら細工

主主総．わらじ，漁、移（， i滋屋稼
縄，わらじ，慈，下肥取

総，わらじ，漁稼

主主｝夜，わらじ

木柴売

北野

荒悶

奥平野

西尻池

鴎代

納ケ林

東須磨

西須磨

白川

西小部

；＼、

吉i~

資料：「大利家文さ？」，「上麿綴林E主淡塁走協同組合文言b 「i村岡家文勢」ほか

業
で
あ
る
。
襲
製
品
で
は
、
草
履
・
わ

ら
じ
は
男
性
の
、
慈
・
俵
な
ど
は
主
に

女
性
の
作
業
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

柴
薪
の
採
取
に
は
入
会
山
が
利
用
さ
れ
、

重
要
な
稼
ぎ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

酒
造
業
へ
の
出
稼
ぎ
も
多
い
。
酒
造

業
は
灘

惜
の
代
表
的
な
工
業
で
、
他

地
方
か
ら
も
い
わ
ゆ
る
杜
氏
が
流
入
し

た
が
、
地
元
で
も
重
要
な
働
き
場
で
あ

った。海
辺
で
漁
業
の
行
わ
れ
て
い
る
村
で

は
漁
稼
ぎ
が
、
ま
た
渡
海
船
な
ど
海
運

時
一
京
の
存
ず
る
村
で
は
船
乗
り
な
ど
船
稼

333 



ぎ
も
、
余
業
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
わ
尚
売
は
六
甲
山
地
か
ら
採
っ
た
石
の
売
買
を
手
が
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
女
性
の

稼
ぎ
と
し
て
雑
菜
つ
み
と
あ
る
の
は
、
春
の
山
菜
を
採
接
し
て
兵
隊
へ
売
り
に
山
た
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。

駄
賃
稼
ぎ
は
、
主
に
自
家
用
の
牛
な
ど
を
利
用
す
る
民
運
送
な
ざ
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
上
谷
上
村
・
熊
内
村
な
ど
で
は
、

兵
庫
駅
に
口
銭
を
秘
め
て
、
駄
賃
稼
ぎ
を
行
っ
て
い
た
し
、
皆
川
似
村
の
場
合
は
ム
ハ
叩
越
え
の
稼
ぎ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

女
性
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
余
業
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
木
綿
紡
ぎ
・
木
綿
織
り
・
木
綿
稼
ぎ
で
あ
る
。
市
域
農

村
で
は
田
方
綿
作
の
よ
う
な
本
格
的
な
向
日
間
作
物
栽
出
は
む
し
ろ
少
な
い
が
、
紡
ぎ
・
織
布
な
ど
の

は
多
く
の
農
家
が
所

有
し
て
お
り
、
家
内
作
業
で
自
給
日
間
の
ほ
か
賃
隊
、
ぎ
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

村
の
職
人

・
商
人

さ
て
表
引
け
は
花
熊
村
の
良
外
産
業
従
事
戸
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
農
閑
期
が
利
用
で
き
る
酒
屋
稼
ぎ
は
最

も
多
く
、
村
内
の
中
間
中
一
的
高
持
農
民
を
も
合
ん
で
、
農
外
産
業
従
事
者
の
七

O
%を
超
え
て
お
り
、
間
村
に
と

つ
て
は
最
も
護
要
な
設
労
働
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
村
内
上
位
古
川
持
層
の
酒
造
業
・
水
車
業
の

は
、
ま
ず

雇
用
者
を
有
す
る
股
村
工
業
経
営
者
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
他
の
紺
屋
・
麹
毘
・
金
物
商
売
な
ど
は
小
競
模
自
営
業

で
、
農
業
が
む
し
ろ
副
業
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
在
村
の
諸
職
業
と
い
う
観
点
か
ら
治
っ
て
み
る
と
（
袋
行
）
、
例
え
ば
比
較
的
多
い
熊
内
村
で
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

の
切
細
帳
に
酒
造
業
・
待
屋
・
索
麹
鹿
・
水
車
業
（
仙
川
・
米
協
き
）
・
水
車
大
工
・
家
大
工
・
屋
根
罫
き
・
鍛
冶
屋
・
紺
屋
な
ど

が
み
え
、
少
な
い
村
で
は
山
寄
り
の
白
川
村
で
の
柏
木
挽
が
あ
げ
ら
れ
る
。
天
王
谷
川
沿
い
に
位
置
す
る
奥
平
野
村
や
六
叩
谷

川
沿
い
の
篠
原
村
の
水
中
卒
業
な
ど
は
、
そ
の
村
の
立
地
条
件
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
犠
・
タ
バ
コ
・
紙
な
ど

日
活
用
品
を
売
る
商
人
や
左
官
、

ま
れ
に
医
師
な
ど
を
含
め
て
、
中
期
以
降
は
か
た
り
の
村
に
何
ら
か
の
法
梁
外
職
種
が
存
在

334 第三T,'t 近世社会の！民間



し
て
い
た
と
い
え
る
。

設さ長とな方E包装の展開第四節

こ
う
し
た
在
方
産
業
の
進
展
は
、
市
域
に
お
け
る
農
業
の
s尚
品
生
産
化
や
、
新
規

の
勃
興
な
ど
、
全
悶
的
規
模
で
展
開

(l詳佼．戸）花熊村の淡外産業従事戸数（明和14年(1767）〕表 74

、，
，
u

d

、ν
ハU
d

仏

τ

ヲム“

ー

j陵i綿打［麹屋

3 

総数

t
A

ハU
o
δ
o
o
r
h
v

ぅ、
υ

今

54

q
G

今
〆
M

曹
g
A

J守E苦悩j脅

15石以上

10～15 

5～10 
3～5 
1～3 
l石未満

1Rt 高

23 3 78 数
。r、
早出

し
て
ゆ
く
臨
品
経
済
な
基
盤
に
し
て
い
た
と
い
え
る
。
地
元
産
の
菜
種
や
米
を

原
料
と
す
る
地
場
産
業
製
品
の
灯
油
や
瀬
が

へ
送
ら
れ
、
そ
の
原
料
作
物

博 F封建的小淡民の分解遇税a資料：新保

各村の淡外段染表 75

地
丹号学l付名村

1人向IiIA 
2事H

鼠

l存

証金

水
明示I8 iji 奥平野

l人

ir信 原 石稼ぎ 米銭水準 6納 天fjfj7年

水 Z巨大工 l人 鍛冶麗 1人

*-11・ E設 1人 索麹庭 4人
il民 内 i問 E設 1 人 家大工 1人 天f!fl11r: 

ポ宇 箆 1人 屋根fj＇.：き 1人

治水平 4椀 米捻水準 5 Jj総

河 原
濁 造 2人 酒本態 E設 1人

ヲミ明7主＇＂左 ＇§~ l人 水事業 l人

百5 造 2人 大 ヱ 1人
東尻 j也 商人（塩タバコ，紙弘子鰯むしろ） 3人 党政1年

i桶結（兵庫本尊厳勤） 2人

娩;;j三ふ明Jll 白

資料：「大利家文芸~J ほか

辺百ま史Miiilll33う



2
 

内
俊

必崎B
A

崎・
0
6

勺，ゐ回、
υ

弓

4

9

’LW

制

制

緩

’i

ヲム
M

n

U

H

3

今0
4
e
1
A

今，b

今
，
ゐ
今
‘
υ

’BA

屋
由
民
陵
町
民
官
同
鹿
屋
段
底
的
度
目
院
や
足
労
宿
市
住
ね

ん

物

日

付

州

側

治

仲

い

附

ツ

ナ

積

百

油

7

1
博

洗

付

制

と

間

同

船

革
何
千
鍛
新
在
傘
焼
業
薬
医
八
時
闘
う
小
牛
廻

自

民

自

民

足

度

鹿

屋

建

屋

工

工

底

職

産

屋

鹿

屋

阿

れ

！

造

榔

勉

手

城

大

大

挽

附

水

川

河

川

，

↑

ノ

Afwv 

一
泊
消
却
制
米
素
質
計
十
川
船
家
瓦
木
川
日
没
川
村
材

御影村（留組・京総）の職業構成（切手116年 (1769))

屋

議

噛
市

根

職

総

屋内‘υ
H

、，U

今、υ
咽
E
ム

2 

今，“今、
υ

ヲ
ω
1
A

業戦

表 76

常
市職

車内、
2 王手

2 II A盟船
2111写廻船
石船

三百石毛！［船

三万;ftt1小船

約船

渡海船i
てくり船；

tK'h 米

今

O

t

A

噌

i

’

ム

勾

t
t
l
a

フ
ω
ー

1

5

2

1

1

 

r
3

？
ω

今
54

－4
A

今，ムM
唱

1

9
’h
“

17 

5 

の
肥
料
と
し
て
関
東
か
ら
干
鰯
が
送
ら
れ
て
く
る
と

い
う
経
済
環
境
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
、
個
々
の

農
民
や
商
人
・
職
人
の
働
き
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。

御
影
村
・
脇
浜

村
の
職
業
分
化

近
陸
中
期
以
降
、
澗
造
業
が
著

し
く
成
長
し
た
御
影
村
や
魚
崎

村
で
は
、
村
内
の
職
業
分
化
は
…
段
と
進
ん
で
い
た
。

例
え
ば
御
影
村
の
場
合
で
み
る
と
、
ま
ず
土
地
所
有

の
上
か
ら
は
明
和
六
年
に
無
高
層
が
す
で
に
問
O
d
p

を
超
え
て
い
て
、
残
る
高
持
の
う
ち
で
も
一
反
以
下

資料：「御影村文；tb（神戸大学文学部））

の
層
が
同
村
西
総
で
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
六

%
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
で
は
八
O
%
を
占
め
て

お
り
、
階
閣
の
分
化
も
す
で
に
著
し
か
っ
た
。
当
然

脱
農
業
化
も
、
深
ま
っ
て
、
同
年
の
明
細
帳
で
は
一
一
一
O

を
超
え
る
農
業
外
職
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
表
%
）
。

」
の
う
ち
中
心
に
な
る
の
が
、
一
一
一
四
粁
の
造
り
潤

で
あ
る
。
こ
れ
に
焼
酎
屋
一
一
一
軒
、
酒
将
屋
一
一
一
九
軒
、

薪
仲
間
氏
五
軒
と
米
協
き
水
車
問
柄
な
ど
の
関
連
部
門

336 近世社会の股IJIJ第三•fi:



廻
船
宿

が
付
属
し
て
い
る
。

…
方
大
型
廻
船
閉
山
間
続
を
は
じ
め
小
船
・
石
船
な
ど
も
多
く
み
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
船
大
工
二
一
人
、

九
軒
が
あ
っ
て
海
上
運
輸
を
支
え
て
い
る
。
一
戸
数
は
七
二

O
戸
、
人
口
は
二
八
七

O
人
を
数
え
、
周
辺
農
村
と
関
係

の
深
い
ぷ
i

鰯
屋
か
ら
材
木
屋
・
八

強
師

つ
ど

小
間
物
屋
、
ま
で
の
諸
尚
人
、
家
大
工
・
木
挽

鍛
冶
な
ど
の
諾
職
人
を
擁
す
る
い
わ
ば
在
方
の
町
と
い
う
状
況
を
示
し
て
い
る
。

脇
浜
村
の
場
合
は
（
表
η
）、

全
二
五
五
軒
の
う
ち
、

業

O
軒
、
船
持
一
一

O
軒
（
廻
船
一
、
小
波
泌
船
・
猪
牙
船
入
、
小
川
惜
し

材
木
監
一
軒
、
鍛
冶

船
二
）
、
問
屋
間
机
判
、
肥
料
酪
四
軒
、
中
継
ぎ
商
五
軒
、
醤
油
屋
二
軒
、
造
り
溺
屋
二
軒
、
将
屋

二
軒
、
素
麺
麗
四
軒
の
ほ
か
、
穀
物
小
売

・
古
道
具
鹿
な
ど
六
九
軒
が
農
業
外
の
職
業
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

現
れ
て
い
な
い
が
、
造
り
酒
屋
・
樽
屋
・
水
車
業
な
ど
で
は
当
然
賃
労
働
者
を
援
用
し
て
い
る
わ
け
で
、
肉
口
川
経
済
に
立
脚
し

た
社
会
的
分
業
の
深
ま
り
を
明
僚
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
う
し
た
商
業
活
動
の
な
か
か
ら
成
長
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
在
方
商
人
は
、
民
村
で
の
，
商
品
生
産
の
進
践
に
応
じ
て
各

地
慌
で
も
み
ら
れ
た
が
、
特
に
灘
羽
近
夜
の
商
人
に
つ
い
て
は
、
卒
く
も
延
宝
期
に
兵
庫
津
関
屋
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

設業とず正方j)j'C業の限開

兵
隊
で
は
領
主
尼
崎
滞
に
、
灘
日
近
夜
も
含
め
て
問
屋
営
業
は
兵
庫
津
内
の
一
一
一
一
六
軒
だ
け
に
許
可
さ
れ
る
よ
う
出
願
し
て
い

表 77 脇浜村の験

業構成（天i珂6年
(I 786）と捻定）。＼＼｛：立： Jitf)

第四節
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問屋

肥料商人

中継ぎ商人

穀物小売衛人

質屋

古道具度

小主主的

小殖し船持

小渡海船

ちょき船持

廻船持

高548石028

［高持204ij［千

戸数2ssq引無高 40軒

l fM＇段 11科
「予~505人
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る
。
兵
隊
側
は
新
興
在
方
向
人
の
活
動
を
抑
え
、
従
米
の
権
誌
を
縦
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

七
五
四
）
に
は
、
六
甲
山
地
北
部
の
有
馬
郡
本
庄
村
・
上
津
下
村
と
灘
日
東
明
村
の
在
方
向
人
ら
が
述
携

し
て
、
米
骨
子
鰯
な
ど
の
新
規
運
送
通
路
を
開
き
、
立
運
送
の
特
権
を
持
つ
駅
所
が
出
訴
す
る
引
件
も
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の

ま
た
宝
府
内
年

zH刊
紙
勺
J
£
4
h
m
w
e
h
n
y
hい
守
打
、
乙
む
0

1
t
H十日
T
J
f需
で
J

．f
f
F
P

4 

水
車
業
の
勃
興

西
摂
に
お
け
る

水
車
業
の
筋
芽

神
戸
市
城
南
部
、
六
甲
山
地
の
潟
麓
地
検
で
は
、
近
叶
い
中
期
以
後
水
車
に
よ
る
絞
油
・
製
粉
・
粘
米
等
が

様
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
水
車
の
建
設
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
亭
保
九
年
（
一
七
二
回
）
の
野
寄
・
間
本
両
村
分
水
論
の
取
祷
一
札
に
よ
れ
ば
、
両
村
分
水
石
の
南
方
に
「
野
氏
川

村
水
車
一
一
例
い
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
じ
く
享
保
七
年
の
文
書
に
、
こ
れ
ら
の
野
容
村
水
車
は
二

O
年
以

前
よ
り
何
の
差
附
り
も
な
く
経
常
し
て
き
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
野
寄
村
の
水
取
は
、
一
五
禄
末
期
ご
ろ
に
創
建
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
虫
、
氷
八
年
（
一
七

「

i
kド
炉
、
同
附

一的
i

在
齢
、
」
の
摂
加
銀
A

二
匁
五
分

七
二
一
一
）
に
畑
地
の
中
に
幅
一
一
一
尺
の
水
車
道
の
あ
っ
た
こ
と
が

）
の
河
原
村
（
灘
区
）
の
つ
明
細
帳
L

に
は
、

{11 
し

村

支
配
L

と
マ
ベ
え
、
さ
ら
に
原
田
村
に
お
い
て
も
、
一
北
徳
一
一
一
年
（

確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
六
甲
山
市
麓
の
河
川
を
利
用
し
た
水
車
の
建
設
は
、
元
禄
末
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
方
に
だ
ナ
保
年
間
に
は
水
車
を
業
と
す
る
新
田
村
務
が
開
発
さ
れ
、
大
坂
市
小
の
絞
油
業
者
を

338 近tu:ti：会の終段l第三本



圧
迫
す
る
ほ
ど
に
、
水
市
に
よ
る
絞
泊
地
帯
と
し
て
降
織
す
る
の
で
あ
る
。

w-

っ
と
し
て
、
水
市
業
の
み
を
生
業
と
す
る
新

!11: 

水
車
新

m

の
醐
開
発

間
村
の
開
発
が
あ
る
。

凶
摂
灘
岡
地
般
に
お
け
る
水
車
業
の
発
注
な
象
徴
す
る
も
の
の

こ
の
水
市
新
聞
の
成
立

の
状
況
に
つ
い
て
、
大
利
家

場
所
は
、
都
賀
川
の
上
流
六
叩
川
の
流
域
（
灘
区
）
で
あ

｝！~＇£と謀議 Ill

る
天
保
末
年
作
成
の
つ
水
車
新
田
十
日
米
手
続
来
日
し
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

最
初
に
水
車
新
田
の
開
発
を
願
い
出
た
の
は
、

IJ'.kう誌と｛i')jj託業の膝rm第四ili'i

紀
州
羽
賀
郎
高
野
領
野
中
村
の

mm林
勝
布
衛
門
と
い
う
人
物
で
、

本
保
九

七
二
四
）

ー
こ
℃
勺
r
f
u
r
W
2妻
工
、
街
こ
良
、
U
H
、

J
i
q
J
A
I
l
一
］
」
プ

f
t限
汁

L
1
i

さ
ら
に
、
間
十
五
年
に

代
官
久
下
藤
十
郎
に
水
市
一
二
鞠
で
運
上
銀
三
枚
を
上
納
す
る
慢
を
願
い
出
て
、

「；JO字新FBおうk手続＼＇HJc表紙〉

許
可
を
受
け
た
Q

場
所
は
、

八
幡
村
・
篠
原
村
・
山
田
村
・
高
羽
村
・
河
原
村

・
太
田
村
（
鍛
治
短
村
之
内
）
の
ん
ハ
カ
村
立
会
の
ふ
沼
地
で
あ
っ

間
林
は
、
許

可
を
受
け
た
も
の
の
、
地
形
が
験
阻
な
谷
間
で
あ
っ
た
た
め
、
開
発
を
断
念
し

た
a

そ
の
後
、
間
十
六
年
に
八
部
郡
東
尻
池
村
の
利
左
衛
門
が
譲
り
受
け
、
開

発
を
続
け
た
が
、
こ
れ
も
成
功
せ
ず
、
間
二
十
年
間
三
月

日
に
大
利
五
右
衛

門
が
、
銀
六
百
匁
で
譲
り
受
け

五
右
衛
門
は
代
官
久
下
藤
十
郎
に
運
上
銀

を
五
枚
に
増
額
し
、
そ
の
旨
を
同
け
出
て
、
開
発
に
成
功
し
、
間
年
に
水
車
新

'J}:j.4[ 85 

市
と
い
う
名
前
で
新
し
く
村
立
て
が
行
わ
れ
、
水
市
稼
業
を
専
門
と
す
る
新
限

村
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

水
革
新
m
仰
の
水
車
の
数
泣
・
述
上
銀
の
変
川
泌
を
示
す
と
、
表
刊
の
よ
う
に
な
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水率新国における水lfI

数・i盤上銀の変遷

鞠
（
笑
際
の
稼
動
は

43 

26.875 

80.625 

71. 666 

64. 5 

62. 708 

57. 589 

60.066 

59.013 

67.894 

70. 157 

106.368 

158.421 

226.315 

228.578 

219.3 

220. 095 

崎
明

5

8

8

9

0

2

4

5

8

8

9

9

9

9

9

0

5

ー‘

1
A
4
i
t－

－
A
e
i
－－

4

1
＆

1ム

1
ム

1
A

フ
“
？
“

215 

215 

645 

645 

645 

752.5 

806.25 

901 

1, 062. 25 

1, 290 

1,333 

2,021 

3,010 

4,300 

4,343 

4,386 

5, 502.38 

ヨエ保20(1735)

元文 4(1739)

宛保 1(1741) 

グ 2(1742) 

延本 3(1746)

寛延 1(1748) 

グ 3(1750)

宋府 2(1752)

か 4(1754)

グ 9(1759)

グ 10(1760)

グ 11(1761)

。13(1763)
明手117(1770) 

安永 2(177 3) 

か 4(1775)

天明 3(1783) 

る。

当
初

表 78

｛に

約
だ
っ
た
と
い
う
）
の
許
可
な
得
て
い
た
が
、

覚
延
元
年
（

七
回
八
）
以
後
新
規
取
り
建

－
 
f
 

て
の
許
可
も
得
て
、
水
準
数
は
す
や
保
二
十

年
に
五
柄
、
一
万
文
四
年
（
一
七
一
一
一
九
）
に
入

輔
、
寛
保
一
一
年
（
一
七
四
一
一
）
九
柄
、
延
一
足
一
寸

資料： r大手lj君主文－mJ

（
一
七
四
六
）
一

O
柄
、
以
下
宝
暦
十

年
（
一
七
六
O
）
ま
で
に
一
九
輔
が
取
り
建

て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
安
永
四
年
（

七
七
五
）

一
輔
、
天
明
一
一
一
年
（
一
七
八
一
一
一
）
に

五
輔
の
一
新
規
水
車
が
加
わ
り
、

二
五
輪
に
増
加
し
た
。
運
上
銀
も
宋
麿
凹
年
以
後
、
毎
年
の
よ
う
に
増
加
し
、
天
明
三
年

の
降
盛
を
物
語
っ
て
い
る
。

に
は
宝
暦
凶
年
の
約
五
倍
に
助
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
運
上
銀
の
増
額
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
水
車
新
田
に
お
け
る
絞
油
業

水
車
新
田
に
お
け

る
絞
漁
業
の
隆
盛

ま
ず
、
水
車
に
よ
る
絞
り
油
の
作
業
工
程
・
効
本
等
に
つ
い
て
、
天
保
七
年
（
一
八
一
一
一
六
）
に
刊
行
さ
れ

た
大
蔵
、
氷
常
の
『
制
淡
泊
録
』
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。
絞
油
の
作
業
工
程
を
簡
単
に
一
部
す
と
、
菜
穂
を

妙
っ
て
さ
ま
す
↓
腕
捻
き
に
か
け
て
粉
と
す
る
（
綿
実
は
日
で
粉
に
す
る
）
↓
こ
し
き
に
入
れ
て
蒸
す
↓
袋
に
入
れ
て
上
に
石
を
置

ぬ
き

き
、
貨
を
過
し
て
正
力
を
か
け
て
油
を
絞
る
、
の
削
工
程
で
構
成
さ
れ
る
。
水
車
の
動
力
を
使
う
の
は
、
胴
協
き
で
莱
穏
を
粉

340 近IU:tl：会のE差別J第三市



に
す
る
作
業
の
時
で
あ
る
。
こ
の
工
程
は
人
力
に
よ
る
場
合
は

111: 

日
に
二
石
、
水
車
で
は
一
日
に
三
石
六
斗
と
記
さ
れ
て
お
り
、

.11工

と
に
な
る
a

一
・
八
倍
の
作
業
効
率
で
あ
っ
た
。
こ
の
高
い
作
業
効
率
が
、
従
来
の
大
波
市
中
の
人
力
に
よ
る
絞
り
油
業
者
を
圧
迫
す
る
こ

1災＊と在ブJR~業の！込！？日第11Sf:{i'j

対在日1誕百Ill

イコ

T三
¥111 
t土
勺

白
?rh 

と
呼
ば
れ
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、
菜
種
か
ら
絞
っ
た
油
は
っ
水
リ
似
し
、
綿
突
か
ら
絞

両
油
を
混
合
し
て
灯
油
と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
灯
油
の
使
用
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
々
は
夜
な
べ
仕
事

水車利用の絞泌1~長（＇製油録j)

や
読
書
を
行
う
こ
と
が
可
能
に

《

t
A

〉

h

｝。

ヂ
J

v

φ

J

水
車
新
聞
の
発
注
の
状
況
を

r
や
す
事
件
と
し
て
、
一
万
文
四
年

に
水
車
新
田
の
南
方
の
河
原
村

鍛
冶
屋
村
・
森
村
の
一
一
一
カ
村

か
ら
、
水
準
新
聞
の
荷
物
の
通

r;y.・3完87

行
が
水
利
の
妨
げ
に
な
る
と
し

て
、
大
坂
町
中
本
行
所
に
訴
え
る

と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。

し
力、

し
、
こ
の
訴
え
は
寛
保
一
万
年
に
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し
り
ぞ
げ
ら
れ
て
、

水
市
新
聞
の
荷
物
の
通
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
小
中
中
一
新
聞
や
四
摂
灘
目
地
山
町
の
絞
油
業
の
降
感
が
、
大
坂
市
中
の
絞
油
業
者
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
り
、
幕
府
は
究

幕
府
は
仙
の
流
通
渋
・
M
M
格
に
つ
い
て
他
の
物
価
以
上
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

保
一
二
年
（
一
七
四
…
一
一
）
に
統
制
す
る
－
」
と
に
な
る
。
当
時
、
油
は
夜
間
の
照
明
用
と
し
て
、
日
常
生
活
の
必
需
品
だ
っ
た
の
で
、

克
保
二
年
に
は
大
波
市
中
の
絞

油
業
者
一
円
五
軒
の
う
ち

一O
軒
が
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
幕
府
と
し
て
は
、
げ
て
の
所
在
地
の
江
戸
市
場
に
流
通

す
る
油
の
大
半
十
を
大
坂
か
ら
の
移
入
に
航
っ
て
お
り
、
江
戸
市
場
に
お
け
る
出
の
供
給
、
価
絡
の
安
定
の
た
め
に
、
大
坂
市
場

質
保
三
年
令
と
水
車

新
沼
村
の
江
戸
訴
綴

幕
府
は
、
覚
保
一
一
一
年
一
月
十
五
日
に
大
坂
市
中
の
業
者
に
対
し
、
莱

に
お
け
る
仙
の
生
産
か
一
昨
保
す
る
必
裂
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
、
こ
の
寛
保
三
年
令
が
発
布
さ
れ
た
。

種
・
綿
浪
人
・
泊
の
回
以
上
M
め
を
禁
止
し
、
治
値
段
の
引
下
げ
な
求
め
る

と
と
も
に
、
川
自
国
消
校
以
外
の
絞
り
草
を
、
大
波
に
新
み
な
ら
せ
る
こ
と
、
∞
今
年
よ
り

三
カ
年
問
、
大
坂
以
外
か
ら
江
戸
へ
の
泊
の
民
新
を
禁
止
す
る
こ
と
を
令
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
四
摂
の
水
市
に
よ
る
絞
り
油
業
者
は
、
他
間
肢
の
原
料
の
買
入
れ
や
油
の
江
戸
へ
の

移
出
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
水
市
新
問
は
じ
め
間
摂
の
絞
油
業
滋
は
原
料
の
確

保
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る
。

特
に
耕
作
地
の
な
い
水
市
新
附
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。

ZI開
凶
作
か
ら
阿
八

年
ま
で
の
水
車
新
田
に
お
け
る
絞
治
法
（
稼
動
水
車
一
八
制
）
を
示
す
と
、
表
刊
の
よ
う
に
な
る
。

’k
h
川
こ
っ
、
と
工
、
，
K
ぷ
1

・L
ド
二
ん
リ
ド
〉
勺
J
μ
r
l
J

コト
t
a
r
J
f－
＝
£
、

ヌ、
7
ぃ
ト
ペ

L

v

t

d－
M川

f
f
i
J
H
f
d
M
V和
三

／
J
U
Z
宇
治
五
一
？
と
お
I

同
六
年
以
後
は
ん
j

く

水市新聞における絞治盆

桧i ilh 
ぬ！石

3, 622. 71 ! 5, 051 . 1, 969. 89 

1, 566. 24 i 4, 719 1, 840. 41 
2, 380 928. 2 

2, 390 935. 1 

2, 385 ' 930. 15 

表 79
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絞
泊
さ
れ
て
い
な
い
。

六
年
に
前
年
の
約
半
分
の
生
産
ほ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
主
暦
六
年

自
治
に
つ
い
て
も
、

に
水
車
新
田
川
の
五
右
衛
門
が
、
こ
の
窮
状
を
打
開
す
べ
く
、

で
愁
訴
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
水
車
新
田
は
宝
騎
九
年
に

大
坂
へ
廻
着
し
た
菜
橋
一
一
四
J
五
万
五
の
う
ち
五
千
石
、
綿
突
は
一
一
一

O
万
貫
院
の
う
ち
一

O
万
質
問
の
判
併
合
で
、
他
国
産
の
絞

り
油
原
料
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
買
入
れ
の
た
め
大
坂
に
出
会
所
を
設
出
版
し
た
Q

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
水
車
新
田
ば
、
大
坂
の
間
患
を
通
じ
て
涼
料
を
買
い
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
塚
市
中
の
間
最
へ
の
従
腐
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

明
和
七
年
の
油

仕
法
の
改
正

支
府
十
年
一
月
十
五
日
に
幕
府
は
、
大
坂
市
中
に
お
い
て
菜
種
間
毘
一
一

O
人
と
綿
実
問
麗

。
人
を
指
定

し
、
こ
の

一O
人
に
大
援
に
宿
み
登
っ
て
き
た
菜
臨
・
綿
突
を
売
り
払
う
よ
う
に
命
じ
た
。
さ
ら
に
、
明

不II

月
十
五
日
に
幕
府
ば
、
寛
保
一
一
一
年
・
宝
謄
九
年
の
触
書
の
助
出
向
を
臨
く
内
す
る
と
と
も
に
、
手
作
り
の
絞

（
一
七
六
六
）

り
前
十
以
外
、
た
と
え
一
村
の
内
で
あ
っ
て
も
、
他
か
ら
絞
り
草
－
V
品
同
八
い
入
れ
て
、
絞
油
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
水
車
新
聞
は
、

J;~'!f~ と千日）Jj)'fi. ；｛~の段ll'rl

前
述
の

zy開
九
年
の
特
権
を
維
持
し
て
い
た
が
、
四
恨
の
菜
種
作
農
民
や
水
車
絞
り
油
業
者
に
深
刻
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
幕
府
に
と
っ
て
は
、
統
制
外
の
商
摂
の
絞
泊
地
帯
の
生
産
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
や
す
、
リ
加
の
生
産
散
を

昨

m
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
間
恨
の
絞
油
業
を
利
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
幕
府
江
、
大
授
の
株
仲
間
の
ド
株
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
凶
摂
の
絞
油
業
者
を
胞
握
し
、
油
の
確
保
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

明
和
七
年
九
月
二
日
に
幕
府
は
、
日
山
仕
法
を
改
正
し
、
大
坂
の
ほ
か
に
も
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
隈
々
に
お
い
て
油
稼
株
を

第四iお

認
め
る
こ
と
、
以
律
問
菟
原
・
八
部
・
武
庫
郡
の
水
市
川
山
隊
ぎ
に
つ
い
て
は
、
約
実
は
大
坂
以
外
の
ど
こ
か

い
入
れ
て
も

よ
く
、
菜
種
ば
上
記
三
郎
の
内
に
て
買
い
入
れ
る
こ
と
、
ま
た
水
車
新
田
に
つ
い
て
は
、
綿
突
は
同
様
に
大
成
以
外
の
ど
の
地

j!I・やι弘、三j援投ミ綜rn343 
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北副

ll!l摂における明和17年のi111仕訟による種物・油の流通機椛

（新保 ！寺町す主主［内小j災災の分WI-過穏」）
医I21 

水準新聞への

*1¥l実廻All・高
ーーァーー一一一一一

年 代｜綿実廻前；l

I Jlt 匁
安永 9c11so) I 1, 342, 029. 400 
天号JJ1 c11s1) I 1, 446, 31s. 900 

" 2 I 829 987. 890 

" 3 I 749, 670. 100 
グ 4 I 621 448. 770 

" s I 82s, 498. s10 
ノヶ 6 I 727, 296. 340 

" 1 I 182, 474. 160 
" 8 I 1s2, 124. 330 
寛政 1(1789) I 986, 751. 150 

表 80

（注） 天19]2年までは20綴，同3年以

後は25事覇。

資料・今Jj：林太郎・八木哲治句、J
述？士会のtミキIWi治』

域
か
ら
買
い
入
れ
て
も
よ
か
っ
た
が
、
菜
種
に
つ
い
て
は
大
坂
廻

着
向
の
う
ち
…
万
五
千
石
を
割
り
当
て
る
こ
と
な
ど
を
令
し
た

（
関
れ
参
照
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
問
摂
で
は
水
車
新
田
（
一
一

O
株）、

灘
自
・
兵
庫
油
，
M

似
株
（
六
一
株
）
が
大
坂
の
株
仲
間
の
下
株
と
し
て

設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
水
車
新
田
で
は
絞
日
川
原
料
の
う
ち
、

菜
種
に
つ
い
て
は
完
全
に
大
坂
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
周
辺

農
村
と
の
関
係
が
遮
断
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
こ
と
が
注
日
さ
れ
る
。

人
力
油
稼
株
も
設
定
さ
れ
て
い

な
お
コ
閉
官
市
史
』
に
よ
る
と
、
こ
の
附
に
問
官
、
を
中
心
と
し
た

ま
た
、
幕
府
は
附
年
九
月
に
大
坂
の
絞
油
業
名
に
対
し
、
仲
間

344 近lltfl:会の展開討すプニザ：



の
規
約
を
決
め
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
菜
種
・
綿
実
一
向
間
罷
間
五
折
、
菜
種
綿
実
問
屋

0 
U!l 

¥111 
間
監

一
軒
、
出
油
屋
二
一
一
軒
の
業
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
幕
府
は
、
安
、
氷
六
年
（
一
七
七
七
）
六
月
に
大
坂
の
削
稔
物
問
屋
の
出
店
五
軒
な
兵
庫
に
設
授
す
る
こ
と
と
し
、
あ
－

わ
せ
て
口
銭
（
取
扱
手
数
料
）
な
定
め
て
い
る
。
そ
の
口
銭
は
、
綿
実
代
銀
百
匁
に
つ
き
二
匁
宛
で
、
こ
の
間
麗
出
店
以
外
の
船
宿

等
に
廻
着
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
間
監
出
店
立
会
の
上
で
売
却
さ
せ
、
船
宿
の
口
銭
の
半
分
一
匁
を
世
話
料
と
し
て
徴
収
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
兵
庫
や
灘
白
地
方
の
船
宿
で
綿
突
が
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
大
坂
へ
の
恕
品
一
宮
況
を
減
少

さ
せ
て
い
る
一
四
と
し
て
、
火
収
の
種
物
問
農
が
、
般
物
の
入
手
を
談
歩
し
、
そ
の
日
践
を
得
ょ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。

し
か
し
、
表
却
に
示
し
た
水
車
新
田
に
お
け
る
綿
突
の
廻
活
出
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
間
間
二
年
以
後
綿
突
の
遡
着
高
は
激

減
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
3

こ
の
た
め
、
幕
府
は
党
政
期
以
後
油
の
流
通
に
関
し
て
、
再
び
対
応
策
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

段業と在方産業の展開

な
る
。

こ
こ
で
、
水
車
新
田
以
外
の
灘
日
・
兵
庫
に
お
け
る
水
準
絞
油
業
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
Q

前
述
の
よ
う
に

油
水
車
と
米

捲
き
水
率

一
五
禄
末
年
ご
ろ
か
ら
凶
摂
灘
間
地
方
で
は
、
六
甲
山
市
麓
の
各
河
川
に
お
い
て
水
車
の
建
設
が
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
明
和
七
年
の
段
階
で
六
…
株
の
油
稼
水
平
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
実
動
の
水
車
数
に
つ
い
て
、
少
し
時
代

が
下
る
が
、
天
明
八
年
の
つ
御
巡
見
様
制
御
通
行
御
用
之
問
帳
い
に
よ
っ
て
み
て
み
る
と
、
表
別
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
史
料
は
、

第四節

尼
崎
藩
領
を
中
心
に
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
記
載
に
精
粗
が
あ
り
、
必
ず
し
も
全
地
域
に
つ
い
て
閉
じ
基
準
で
作
成
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
各
村
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
菟
原
郡
の
う
ち
で
は
、
油
稼
水
取
は
野
寄
村
・

llt 近t絞史縦盟345 



住
吉
村
・
芦
屋
村
（
声
屋
市
）
に
、

米
協
き
水
車
は
岡
本
村
・
野
寄
村

住
吉
村
に
数
多
く
存
在
し
、
住
吉

村
・
野
谷
村
で
は
出
稼
・
米
挽
き

水
車
の
何
方
が
稼
動
し
、
特
に
住

吉
村
で
は
水
準
新
聞
を
上
ま
わ
る

水
車
が
存
在
し
て
い
た
。

ま
た
附

い
ぶ
：
ふ
j
q

－士、

h
H
t
I
t
E

、
と

，
弓
ふ
寸
て
村
、
H
．刀
4

司
い
れ
穴
く
オ

天明 8i：ド(1788）の水車数
(Ji！｛主：樹）
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通行担11ffl之留朕」（勺也l或史日f究3
1-2・3〕， r在耳試金村民：3

合

ネi

37 

表 81

辺
原
本
容
土
日
家
影
間
航
野
羽
附
附
石
泥
宅
間
十
本

木
林

間

同

似

M

州
問
判
住
都
御
石
平
官
同
八
大
味
五
版
以

38 (39) 

名村

持
き
水
車
が
一

O
輔
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
い
わ
ゆ
る
灘
五
郷
の
う
ち
の
御
影
・
魚
崎
の
酒
造
地
に
近
く
、
酒
米
の
結

メミ
ロ

米
が
水
車
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
迷
上
銀
水
車
新
田
は
表
に
は
な
い
が
、
こ
の
頃
か
ら
米
抗
き
水
車
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
天
明
六
年
に
は
じ
め
て
五
納

制
相
当
た
り
平
均
九
・
九
匁
）
が
、
寛
政
一
万
年
（
一
七
八
九
）
に
一
一
綱
（
附
一

0
・
0
匁
）
、
文
化
七
年
（
一
八
一

O
）
に
一
一
帆
（
同
一

0
・
0
匁）、

天
保
十
ニ
年
（
一
八
四
一
）
に
一
一
一
柄
（
同
八
・
七
匁
）
が
取
り
建
て
ら
れ
、
同
十
四
年
に
凶
輔
が
増
え
、
合
計
一
五
輔
と

な
っ
て
い
る
。
水
車
新
田
に
お
け
る
油
稼
水
車
の
衰
退
に
伴
伝
っ
て
、
米
，
品
き
水
市
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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